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概要

本説明書はPIC(16C84,16F84)で作成したRS-232Cでコントロールする59C11プログラマのコマンド等を解説します。プログラマの回路図は別紙を参照してください。

このプログラマはRS-232C端末機、たとえばWindowsのハイパーターミナルやDOSのW-Termなどに接続して使用します。操作はキャラクタベースで行い、スクリーンエディット機能やデータのセーブ/ロード機能はありません。

59C11にはデータが8ビットと16ビットの二つのモードがありますが、基板上のスイッチで切り替えることで、ソフト側も自動的に対応します。

59C11には全データの消去機能や同一データでのFILL機能がありますが、これらは誤操作によるデータの破壊を防ぐためサポートしていません。

操作方法

１．コンピュータのターミナルソフトを起動し、下記の設定にします。

ボーレイト

9600bps

データ

8ビット

スタートビット
1ビット

ストップビット
1ビット

ハンドシェイク
なし

２．コンピュータとプログラマをケーブルで接続します

３．プログラマに59C11をセットします

４．プログラマのモードスイッチを8ビットもしくは16ビットにセットします

５．プログラマの電源を入れます

· プログラマは電源を入れたときにモード（8ビット/16ビット）設定を行います。電源を入れた後でモードスイッチを切り替えると正常に動作しません。

６．端末にオープニングの表示と設定モードが表示されます

７．コマンドモードになります

コマンドモードが受け付けるのはD（メモリーダンプ）とW（Write/Read）の2つのコマンドだけで、他の入力は無視されます。コマンドは大文字、小文字どちらでも入力できます。

８．プログラム等の操作を行います

９．プログラムが終了したら電源を切ってから59C11を取り外します。

コマンド説明

コマンドモード

COMMAND (D,W): _

この状態がコマンドモードで、コマンド入力待ちの状態です。コマンドは一文字で入力するとリターンを必要とせず、すぐにそのモードに移ります。

D　メモリーダンプモード

59C11の1KBの内容を全て表示します。設定モードによりデータは8ビットもしくは16ビットで表示されます。

＜8ビットモードでの表示例＞

0000 00 23 F8 42 5C 0D 0F D1

0008 56 43 99 ････

　：

0078 76 EF C2 4D 66 A2 79 FF

＜16ビットモードでの表示例＞

0000 004C 23FF F8C2 4255 5C90 0D0A 0F21 D188

0008 56FF 4369 99FE ･････

　：

0038 7622 EF78 C255 4D4A 6652 A2A2 7976 FFFF

8ビットモードでは0000～0079まで、16ビットモードでは0000～0039までのアドレスが表示されます。アドレスの上位8ビットは常に00で意味はありませんが、データと混同しないよう読みやすくするために入れています。

　Dコマンドはダンプを終了するとコマンドモードに戻ります。

W　メモリーライト/リードモード

　メモリーの内容を1ワード単位で表示、変更します。Wコマンドに入ると最初に次の表示が出ます。

Start Address : 00_

　表示、変更したいアドレスの下位バイトを入力します。たとえば0048番地であれば48と入力します。すると次のように現在のメモリ内容が表示されます、なおこれからの例は16ビットモードに設定されている場合を示します。

0048　53FE　_

　現在の53FE（HEX表示です）を08F8に変更する場合はそのデータを入力します。

0048　53FE 08F8

　これを確定するにはENTERを押します。（8bitモードの場合バージョン2.1では二桁のデータが入力された段階で確定してしまいます）

　ここでESCを押すとコマンドモードに戻り入力したデータは無視されます。

0048  53FE  08F8

0049  204D  _

　メモリー内容が08F8に変更されると同時に次の番地が表示されます。

データを入力したが、変更したくない場合はESCを押すと、変更しないままコマンドモードに戻ります。

　表示されたメモリー内容はそのままで、次の番地に移りたいときには何も入力しないでENTERを押します。

0048  53FE  08F8

0049  204D

004A  C89B  _

　次の番地が表示されます。

ESCを押すとWモードを終了してコマンドモードに戻ります。

　データ変更のために入力できるのは0～9までの数字とA～Fまでの文字です。文字は大文字、小文字どちらも使用できます。

Known BUGと改定履歴　　○＝修正点　●＝未修正バグ

Ver.2.2  Mar.26,01

○　最終アドレス書き込み後ハングする問題を修正。

○　Writeコマンドでデータ入力なしの際ENTERを2度押す必要があった点を修正。

Ver.2.1　Mar.24,01

· 電源投入直後のＤコマンドのバグを修正。

· オープニングメッセージにバージョン番号を表示。

· 数値入力中にESCが効かないバグを修正。

· 8bitモードで数値データを二桁入れるとENTERを待たずに入力されてしまう。

Ver.2.0　Mar.7,01

· 16bit化ハードウェアに対応、8/16bit両用とした。

· 電源投入直後の最初のD(ump)コマンドでは最初のワードがFFFFと表示される。2度目以降は正常に表示されるので、電源投入後は一度Dコマンドを実行することで回避できる。

· 8bitバージョンに無理やり16bitモードを加えているために、データ入力の途中にESCを入れたりすると、ワードカウントが矛盾を起こすことがあり、ESCの2度押しが必要になる場合がある。

Ver.1

· 59C11の8bitモードのみ対応。

権利関係及び保証

この回路、プログラムはフリーウェアとして自由に使用、変更、再配布を許可します。

この回路、プログラム等につき作者は動作、著作権を含む一切の保証はいたしません。

